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災害対策と大学―私たちが担う役割は何か―

報告者

三浦 まゆみ　（岩手県立大学 看護学部看護学科 教授）

箕野　 健大　（京都橘大学 看護学部 4 回生）

川口 　　淳　（三重大学 大学院 工学研究科 准教授）

似田貝 香門　（東京大学 名誉教授）　

　　　　

コーディネーター

河原　 宣子　（京都橘大学 看護学部看護学科 教授）

　自然災害が多発するわが国において、災害対策は避けては通れない重要な課題である。
わが国で起きる数多くの災害での経験から、私たちは多くの教訓を得、それを備えの糧とし
ていかなければならない。また、教育・研究機関である大学は全国から集まる学生や教職員
を有し、自らの災害対策と共に、地域に還元できる研究・実践活動も行っていく必要がある。
東日本大震災から約1年が経過した今、災害対策における大学の役割を考えることは広義
のFD活動にもつながるであろう。さらに、学生のキャリア形成においても有意味な議論に
なると期待する。そこで、今回の分科会では、東日本大震災や台風12 号災害における
経験を踏まえ、看護学、社会学、地域防災学、そして学生の立場からの実践的なご報告
をいただき、災害対策において大学が担うべき役割について参加者の皆様と考えていきたい。
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分科会のねらい
　自然災害が多発するわが国において，災害対策は
避けては通れない重要な課題である．わが国で起き
る数多くの災害での経験から，私たちは多くの教訓を
得，それを備えの糧としていかなければならない．ま
た，教育・研究機関である大学は全国から集まる学
生や教職員を有し，自らの災害対策と共に，地域に
還元できる研究・実践活動も行っていく必要がある．
東日本大震災から約1年が経過した今，災害対策に
おける大学の役割を考えることは広義のFD活動にも
つながるであろう．さらに，学生のキャリア形成にお
いても有意味な議論になると期待する．そこで，今回
の分科会では，東日本大震災や台風12 号災害にお
ける経験を踏まえ，社会学，地域防災学，看護学，
そして学生の立場からの実践的なご報告をいただい
た．その上で，災害対策において大学が担うべき役
割について参加者の皆様と意見交換を実施した.

分科会の概要
　午前の部では，最初にコーディネーターから分科会
の趣旨・講師の紹介・プログラムの進行について説
明があり，4名の報告者の発表が行われた．第1報
告者三浦まゆみ氏は，「東日本大震災における岩手県
立大学の活動」と題して，平成 23 年 3月11日午後
2 時 46 分に発災した東日本大地震により，沿岸から
100 キロ離れた内陸に位置している岩手県立大学で

＜第4分科会＞

災害対策と大学ー私たちが担う役割は何かー

の活動について報告した．教職員･在学生の安否確
認，予定されていた後期日程入試･卒業式･入学式
などへの対応，さらにはボランティアセンターに所属
する学生たちの活発な活動が，全国の大学生をも巻
き込んだ活動へと発展し，「いわてGINGA-NETプ
ロジェクト」が誕生，夏季休暇期間中1000人を超
す学生たちが参加し，被災地の仮設住宅の住民のコ
ミュニティづくりに大きく貢献したことについて論じた．
第 2 報告者箕野健大氏は，ボランティア団体に参加
し，発災後５ヶ月目に避難所での被災者の日常生活
の調整や，健康管理を行ったこと，避難所住民が仮
設住宅へと生活スペースを移行している時期のコミュ
ニティー作りに着目したことについて学生の視点から
報告した．ボランティアスタッフは長期的なかかわり
をしていくことが難しく，いずれは地域の住民同士で
助け合って生活していくことが求められる．そのため，
地域ごとのコミュニティを作り上げていくことはとても
重要なことであることを論じた．第 3 報告者川口淳氏
は，自然災害・防災・減災に関する調査・研究，報
告者の大学における自然災害対策の企画・立案支援，
防災関連人材育成，防災に関する地域連携について
論じた．第 4 報告者似田貝香門氏は，〈生の固有性〉
という視点，実践知，職能ボランティアの意義，支
援活動の様相，大学と災害時の支援活動，「語られる
ことと共に語り直される」ことの必要性，大学の被災
地支援のmissionについて論じた．

参 加 人 数 　 39 名
報 告 者
　第１報告者　　　　三浦 まゆみ　（岩手県立大学 看護学部看護学科 教授）
　第２報告者　　　　箕野　 健大　（京都橘大学 看護学部 4 回生）
　第３報告者　　　　川口 　　淳　（三重大学 大学院 工学研究科 准教授）
　第４報告者　　　　似田貝 香門　（東京大学 名誉教授）
コーディネーター
　　　　　　　　　　河原　 宣子　（京都橘大学 看護学部看護学科 教授）
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午後の部　質疑応答及び意見交換
「東日本大震災における岩手県立大学の活動」
三浦まゆみ氏（岩手県立大学）
●学生は，被災地での支援活動においてお茶サロ
　ンを作った．大学で開講したボランティア研修を
　受講することを前提として活動をすることとして対
　応した．
●（災害対策についての学生への教育は）全学部共
　通科目はない．看護学部では災害看護論の科目が
　あり、そこで学んでいる。他の学部でもその学部の
　特徴に基づいて行っていると推測するが、掌握して
　はいない.
●（学生の安否確認のシステムは）ないが，3.11で
　は学生同士がメール等で安否確認を行い，2~3日
　間で約 80% 把握してくれた．私たちは学生に安否
　確認お願い！と声をかけただけ．
●各学部間で情報交換をしたが 4 学部集まることは
　なくなりそれぞれが自発的に活動している．医療系
　に関して言えば，本学にはあまり情報が流れてこな
　かった .
●あまりにも膨大な情報と思いがあり，（災害看護の
　授業は）どこに焦点をあてて組み立てればよいのか
　悩んでいる．思い出したくないこともある．しかし，
　我々が学生にあるいは看護職に語り継ぐことこそ，
　大切なのかもしれないと思う．

「ボランティア活動からの学び」
箕野健大氏（京都橘大学 4回生）
●（ボランティア活動を経験する）前は何をすればよ
　いのかわからなかった．コミュニティ作りなどを考
　えていた．しかし．現地ではもうすでに自分が考え
　ていた支援はなされていた．相手のことをわかって
　なかった．相手を知ることで何が出来るのか考える
　ようになった．
●ただ相手に関心を持つというのではなく．「相手は
　何を大事にしているのか」を知ることが大切と実感
　した．病院実習などで思ったが．自分が出来ない
　ことを受け止められなかった .できないことはでき
　ないことと認めなければならない．
●安否確認は，必ず存在する学生のコミュニティを活
　用すると有効かと思う．例えば，ツイッターやフェイス
　ブックなど．

●河原：（災害対策についての学生への教育は）京都
　橘大学では 2012 年度から入学生全員に教養入門
　を開始する．その中で災害対策についての内容を
　取り入れる予定である．

「地域圏大学人の挑戦」　
川口淳氏（三重県立大学）
●（自然災害対策室と学生との関わりは）今のところ
　ないが．3.11から学生が街頭に立ち募金を集める
　ようになった．大学は当初眉をひそめていたが．支
　援室がサポートするようになった．その後ボランティ
　ア希望者が活動できるようにサポートを始めた
●（災害対策についての学生への教育は）全学の共
　通科目いわゆる教養教育で地域防災論15 回を開
　講している．また．学生に災害時の対応が記載さ
　れている防災シート（身につけやすい扇子折りの小
　さなパンフレット）を配ったり，教職の更新講習で
　防災教育を導入した．
●東海・東南海・南海地震対策で国が動き出したと
　きに．大学のビジョンを出さないといけないタイミング
　で．副学長にプレゼンする機会があり，変化を大
　学内で起こせたのはラッキーであった．
●大学の責任である安否確認について，高額なシス
　テムを導入せずとも，学生に一斉メールができる仕
　掛けを作り．アップロード側はアナログで情報を集
　めるようにした．
●（地域との関わりについて）最初に地域に入ったの
　が漁村だった．そこでは，「大学が地域に入ると，
　長期間の調査に付き合ったが，調査が終わったら
　文字ばかりの報告書を渡されて疲弊している．大
　学なんて何もしてくれない」という地域の声があっ
　た．したがって，結果として地域に何が反映される
　かを考えている．一回入った地域はずっと付き合う
　し繋がり続ける．
●（職能について）姉歯建築の問題で．職能倫理を
　問われるようになった．エンジニアは自分の殻に閉
　じこもりたがる．しかしあの問題から．斬新な発想
　はスポイルされた．自分の限界をしっかりわかるこ
　とで．判らないことはわかる人につなげることが大
　切と認識した．
●（避難訓練の時の授業保障は）授業に支障のない
　時間にした．防災訓練の予定を学年暦に入れるべ
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きだと思うが．１５回講義で厳しいし．１時間は長い
という意見もある．

「ボランティアと市民社会：阪神・淡路大震災と
東日本大震災からの問題提起」
似田貝香門氏（東京大学）
●大学憲章に学生の安全や防災について盛り込んだ．
　また全教員に連絡カードを配布して半年毎に常備し
　ているかを確認した．
●安否システムの課題は外国人留学生である．留学
　生は震災後一斉に居なくなった．確認が大変だった．
●学生のコミュニティを活用した安否確認について，
　広報室に学生を入れ，ボランティアの呼びかけなど
　の文書にも学生発想を入れる必要があると思い働
　きかけたが．うまくいっていない状況．
●職能ボランティアには，応答責任がある．自分の専
　門に関することはすぐに応答できるが，専門外だと
　「それは私の専門じゃない」と対応できない．職能
　とはその人が持っている才能（人として＋専門性）　
　であり，自分に出来ないことは出来る人につなげる
　ことが．応答責任だ．職能者は人と社会の間に居
　る存在であり，職能ボランティアにおいては．技術
　でもなく理念でもなく．フィールドで必要とするもの
　を瞬時に判断することである．瞬時に判断できる実
　践知が大切である．自分の専門から「はみ出す」　
　あいまいな部分がある中で判断を求められることが
　ある．
●語り続けるにはパワーがいる．神戸の話しは最初リ
　アリティーがありすぎて．周りに伝わらなかった．
　話し続けると．抽象度が高くなり相手に伝わるが．
　単なる講義になり物足りなくなる．しかし，語り続
　けることこそ大学の使命だと思う.
●専門家はつい，ニーズ調査といってしまうが．ディ
　マンド調査と言うべき．自分はディマンドしか出来
　ない．ニーズとは人の主観的に感じるものである．
　ニーズとディマンドは決して一致しないもの．必ずズ
　レがある．そこにボランティアのミッションがある．
●（被災者がボランティアとなり学生に体験談を語り
　かけ，語ることで再構築して始める，という報道番
　組を見た．次のステップは何かという問いに）被災
　者がボランティアをすることは自立である．自立とは
　支えあいであり．絶望から再生にフェイズが変わる

　とき．支援者も被災者も，双方が未完成だと思う
　ことで自立が生まれる．相互に変わるというのは．
　ボランティア経験から感じたことといっしょで．何を
　してあげようと思うことではない．

分科会のまとめとして
河原：3.11から約１年が経過したが．時間の経過は
被災を忘却する．しかし大学教育においては語り続け
ることが大切と感じた．また，同時によき市民を大学
は育てなければならない．災害は，いかなる学問分
野であっても原点を見つめなおすことができると思う．

箕野：被災地でのボランティア経験が出来たことはと
ても良かった．とても良い経験の場を提供していただ
けたことはとてもありがたい．自分が出来ることをしっ
かり考えていきたい．

川口：教員は学生に育てられる．学生は自分たちに何
が出来るのかを語り．忘れたものを思い出させてくれる．
このような経験を教育の中でどのように教えるか．
しかし，どの領域でも教えられることであると思う．

三浦：過去にも津波の経験はある．時代へ語り継ぐこ
との重要性を学んだ．災害は忘れたころにくる．

似田貝：阪神淡路のときに．貧困とは経済的にも精
神的にも貧しいのだと認識を新たにした．定義だけで
判ったように思えるが，そこからはみ出したものがど
れだけあるのか．苦しみや受難，すなわちパトスによ
りそうとは．苦しみを理解しないとできない．人を理
解する難しさを自覚することが大事だ．大学とは外に
開かれていること．被災地が主であり大学が従である
ようになることが大事．

分科会を終えて
最後に，分科会を終えて，今回，報告者であった学
生の感想を記載させていただきます．次代を担う学生
の声は，私たち大学人の役割を考えさせるものです．
今回の分科会に関わっていただいたすべての方に深
謝いたします．ありがとうございました．
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「本当によい経験をさせていただきました．準備不足
であったのと，報告者は本当に自分で良かったのか
と思っていました．それでも，発表をして，似田貝先
生，三浦先生，川口先生のお話を聴かせていただい
て，ボランティア活動をするだけでなく，このような
場に参加することでより，自分のキャリアアップにつ
ながるのだと実感しました．似田貝先生，三浦先生，
川口先生の様々な視点からのご発表は，新たな発見
が多くて充実した時間を過ごせました．フロアの方が，
自分なんかの話しに感動したとおっしゃってくださった
り，コーディネーターの河原先生が，うちの大学の学
生は，苦悩を抱えた人と一緒に笑ったり泣いたりでき
るんです，そのような人材を育てていますと言ってくだ
さって涙が出そうになりました．被災地での体験や今
回の発表，大学では学べないことを学ぶ場を提供して
くださって心から感謝しています．本当にありがとうご
ざいました．」
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東日本大震災における岩手県立大学の活動
ー看護学部教員として思うことー

岩手県立大学 看護学部看護学科 教授 三浦 まゆみ
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被災地におけるボランティア活動からの学び
京都橘大学 看護学部 4 回生 箕野　健大
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య࡛ࣇࢵࢱࢫࠊࡿ࠸࡚ࡋࢆάືࡶࣇࢵࢱࢫࡢᆅ⌧ࠊ࡚ࡋཧຍࢸࣥࣛ࣎ࠉ

㛫ࡢⲔ࠾ࡢ࠾ࠊࡸ㛫ࡢ㝖ᤲࡢ㸬ᮅࡓࡋࡲࢀࡽぢࡃከࡀάືࡢఫẸయ࡛ࠊࡃ࡞ࡣ

㸬ࡓࡋࡲ࠸࡚ࡋఫẸྠኈ࡛㛤ദࡾࢆᣦࡀ᪉ࡢఫẸࠊ࡞

࠶㔜せ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋࢆࡾࢃ㛵࡞࠺ࡼࡿࢀࡽసࡀࢸࢽ࣑ࣗࢥ࡞࠺ࡼࡢࡇࡣࣇࢵࢱࢫࠉ

㸬ࡓࡋࡲ࠼⪄ࡿ

Ꮫࡧ
ࠊࡉ㔜せࡢࡇࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ࡚ࡋࡧᏛࡢ࡚࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉࢆ⅏ᆅᨭ⿕ࠉ

㸬ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡪᏛ࡞ⅬࡿࡅࡘࢆẼࠊࡾࡓࡗ࠶᪉ἲ࡛ࡢࡑࠊࡓࡲ

ࡢࡿࡁ࡛ࡀఱࡣศ⮬ࡣࡵࡌࡣࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉཧຍሙ࡛⌧ሙ❧ࡢ⏕ㆤᏛ┳ࠊࡣ⚾ࠉ

Ᏻ࡛ࡓࡋ࡛࠸ࡥࡗ࠸㸬ࢸࣥࣛ࣎ཧຍࡶࡇ࡞ࢇࡑࠊࡿࡳ࡚ࡋゝࡏࡲࢀࡽ࠸࡚ࡗ

࠸࡚ࡋࢆά⏕⥴୍ᮏᙜࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࠖࡿࡍࢆఱࠕ㸪࡚ࡋάືࡢ㸬ᐇ㝿ࡓࡋ࡛ࢇ

㸬⿕⅏ᚋࡓࡋ࡛ࡌឤ࡞࠺ࡼ࠺࠸ࡃ � ᪉ࡿ࠸࡚ࢀࡉࢆ㑊㞴ᡤ⏕άࡾ࠶ࡶࡇ࠺࠸┠᭶࢝

ゼၥάື࡛ࡢ௬タఫᏯࠊࡶ࠾ࡣ࡚ࡋ㸬άືෆᐜࡓࡋࡲ࠸࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ᑡࡶ࡚ࡣ
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㸬ࡓࡋ

ࡇ࡞
㔜せ࡛ࡀࡇ࠺࠶ࡋඹ᭷ࢆࡕẼᣢࡀᡭ᪉ࡋヰᡭࡅཷࠊࡣࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠉ

㸬ࡿ࠶

▱ࢆࡇࡢᡭ┦ࡾࡼ࡛ࡇࡘᣢࢆ㛵ᚰேࡢࡑ㸪ࡋ࠺ࢁ▱ࢆࡇࡢ㸪┦ᡭࡣࡵࡓࡢࡑ

ࡿ࠶㔜せ࡛ࡀࡇ࠸࡞ࡽసࢆ㸪ୖୗ㛵ಀࡇࡃ࠸࡚ࡗ▱ࢆᬒ⫼ࡢ㸬┦ᡭࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

Ꮫࡓࡋࡲࡧ㸬ᩍ⛉᭩᭩͆࡞࠺ࡼࡿ࠸࡚࠸ഴ⫈͇͆ࡸඹឤ͇ࡣࡇࡿࡍࢆ⡆༢࡞ࡁ࡛ࡣ

�㸬ࡓࡋࡲࡧᏛࢆࡇ࠺࠸࡞࠸

㸬ࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸪᪉ࡢ⪅㇟㸪ᑐ࡛࡞⩦㝔ᐇ࡛ࡲࢀࡇࠉ

࠸ࡲࡋ࡚ࡗ㉮ࡁࡉࡀẼᣢ㸪࠸࡞ࡅ࠸࠸࡞ࡋࢆሗ㞟ࡵࡓ࠺⾜ࢆ㊶ㆤᐇ┳ࡣࡢࡑ

ᑐ㇟⪅ࡓࡋࡲࡾ࠶ࡶࡇࡓࡗ࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡳࢆࡇࡢ㸬

㸬ࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀᚲせࠖࡿ࠼⪄ࢆពࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕࡣ㸪⿕⅏ᆅ࡛ࡋࡋࠉ

࡞ࡣពࡣࡢࡶࡢࡑࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸪ࡢࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡵࡓࡢఱࠉ

࠶࡛ࡢࡶ࡞ᚲせྍḞࡣࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡚ࡗࡓ࠶ࡿࡍࢆ㸪ఱࡀ࠸࡞ࢀࡋࡶࡢ࠸

㞴ࡢࡇࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥྠࢀࡑ㸪ࡓࡲ㸬ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼⪄㸬ࡿ

㸬ࡓࡋࡲࡌឤࢆࡉࡋ

ࠉ

㸬ࡓࡋࡲࡾ࠶࡛☜ࡶࡇࡓࡗ࠶ἣ࡛≦࠸ࡋ㞴ࡽࡍࡇࡿࡍࢆヰࡣ⅏ᆅ࡛⿕ࠉ

㸽ࢇࡿࢃࡀ࡞ࡽࡓࢇ࠶ࠕࠉ ࡇ㸬ࡓࡋࡲࢀ⪺ࡶゝⴥ࡞࠺ࡼࡢࡑࠖࢇࡓࡁࡋ࡞ࠕࠖ

㸬ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡃẼ࠺ࢁࡔࡢࡿ࠸࡚ࡋࢆఱࡣศ⮬ࡁࡢ

ࡇࡿぢࢆ⪅㇟ᑐࡿ࠶ࡶ࡛ࡋᑡࡀࡕẼᣢ࠺࠸࠺ࡼࡆ࠶࡚ࡋࢆ㸪ఱࡀࡓࡋࡲ㏙ඛࠉ

㸬ࡍࡲ࠼⪄࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿྲྀࡳࡃࢆࢬ࣮ࢽࡎࡁ࡛ࡀ

ࡽ࠺ࡲࡋ࡚ࡋ⾜ඛࡀほࡢศ⮬ࡣࡽࡇࡑⅬ࡛ࡿ࠸࡚࠼⪄࠺ࡼࡋࢆ㸪ఱࡣࢀࡑࠉ

ࡲࡋ࡚ࡋࢆࢺ࣓ࣥࢫࢭࡢࡾ࡞ศ⮬ࡎࡁ࡛ࡀࡇࡿྲྀࡳࡃࡾࡗࡋࢆ࠼ッࡢ㇟㸬ᑐࡍ࡛

㸬ࡓࡋࡲ࠼⪄࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ຓࡢᕫ‶㊊⮬ࡾࡀ࡞ࡘࡇ࠺

ࡀࡇࡿ࠼⪄ࢆࡇ࠺࠸ࡢࡿࡁ࡛ࡀ㸪ఱࡁ࠸ぢ࡚ࡾࡗࡋࢆࡇࡢ㸪┦ᡭ࡛ࡇࡑࠉ

ࡔࡢ࡞Ꮫࡓࡋࡲࡧ㸬

㸬ࡿ࠶㔜せ࡛ࡶ࡚ࡶ᪉ἲ㸪ែᗘࡢ㝿ࡢࡑ㸪ࡃ࡞࡛ࡅࡔពࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠉ

ᬒ⫼ࡢ᪉ࡢࡑࡿࢀྲྀࡳㄞࡽື⾜ࡃ࡞࡛ࡅࡔ㸪ヰ࡞ࢢ࣑ࣥࢱࡸࡇࡿࡏࢃྜࢆ⥺┠

㸬ࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍࡾ㓄┠ࢁࡇ࡞ࠎᵝࡣࡵࡓࡿ▱ࢆࡇࡢᡭ┦࡞

㸬ࡓࡋࡲࡧᏛࢆ㔜せᛶࡢࡇࡃ࠸࡚ࡋࢆ㛫▐㛫▐ࡀࡍࡲ࠸ࡶ࠾࠸࡞ࡽ㝈⅏ᆅ⿕ࠉ

ࢡ࡚࠼ࡽࢆ㸪▐㛫▐㛫ࡇ࠸࡞ࡉ㏨ࢆࢢ࣑ࣥࢱࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡣࢀࡇࠉ

㸬ࡍ࡛ࡇࡃ࠸࡚ࡋࡇ㉳ࢆࣥࣙࢩ
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㸪ᮅ㉳ࡾࡓࡋࢆヰࡽࡀ࡞ࡋ⥴୍ࢆ㸪ᤲ㝖ࡀࡍ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ㛫ࡢ㝖ᤲࡢᮅ㸪㑊㞴ᡤෆࠉ

ࡽࡀ࡞ࡋࢆ㛫▐ࡾࡓࡋ᠁ఇ⥴୍㛫ࡢⳫᏊ࠾ࡢ࠾㸪ࡾࡓࡋࢆᣵᣜࡓࡁ

▐㛫࡚࠼ࡽࢆ┦ᡭࡀࡇࡃ࠸࡚ࡗ▱ࢆࡇࡢ㔜せ࡛ࡓࡋࡲࡾ࠶㸬

⫈ഴࠕ㸪ࡣᩍ⛉᭩࡛ࠉ 㔜せࡶ࡚୰࡛ࡢ⾡ᢏࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸪ࡣࡇࡿࡍඹឤࠖࠕࠖ

࡚ࡗࢆᢏἲ࠺࠸⫈ഴࡸศ⮬㌟㸪ඹឤ⮬ࡶ࡛⩦㝔ᐇ㸬ᐇ㝿ࡍࡲ࠸࡚ࢀ᭩ࡇ࡞

ඹឤࠕࡓ࠸࡚ࡋࡀ㸪⮬ศࡋࡋ㸬ࡓࡋࡲࡁ ࡗ࠶࡛ࡢࡶࡓ࠸࡚ࡗ⾜࡛ࡅࡔゝⴥࡣࠖ⫈ഴࠕࠖ

㸬ࡓࡋࡲࡁẼࡓ

ඹឤࠕࡢព࡛ࡢᮏᙜ࡛ࡇࡿࢃ㛵ࠎ᪉ࡓࢀࡉ⅏⿕ࠉ ࡲࡾ࠶ࡀ㛫ࡿ࠼⪄ࢆࠖ⫈ഴࠕࠖ

㸬ࡓࡋ

࠶ࡀሙ㠃࠸࡞ฟ᮶ࡀ⫈ഴࡸඹឤゝⴥࡢ᪉ࡓࢀࡉ୰࡛㸪⿕⅏࠸࡞࠸࡚ࡋ⅏⿕ࡣศ⮬㌟⮬ࠉ

ࡓࡗ࠸࠸࡞ࡽࢃ࠸࠸ࡽࡓࡋ࠺ࡽࢀࡇ㸪࠸ࡲࡋ࡚ࡋቯࡀ㸪ᐙࡣࢀࡑ㸬ࡓࡋࡲࡾ

ෆᐜ࡛ࡾ࠶㸪ࡡࡼࡍ࡛࠺ࡑࠕ㸬ࠖ ࡢࡓࡗ࠶࡛ࡁࡿࡍ࠺㸪ࡢ࠸ࡋṇࡀࡅኌࡓࡗ࠸

ᝎࡓࡋࡲࡳ㸬ࡢࡑࡣఱࡶゝࡎ࠼㸪㯲ࡓࡋࡲ࠸ࡲࡋ࡚ࡗ㸬ࡓࡲ㸪ࡢࡑᚋࡢேࡢヰ

࡛㸪ඹឤ࡞࠺ࡼࡿࡍゝⴥࡓࡋࢆࡅࡀ㝿㸪ࡓࢇ࠶ࠕఱࢇࡿࢃࡀ㸽ࠖ࡞࠺ࡼࡓࡗ࠸ゝⴥ

㸬ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ㏉ࡀ

➼㸪ᖹࡇࡘᣢࢆ㛵ᚰᵓ⠏㸪┦ᡭࡢ㸪ಙ㢗㛵ಀࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ᛮࡔࢇ࠸࠸ࡤࢀࡍඹឤࠉ

࠼⪄ࡿ࠶࡛ࡇ࡞୰࡛㔜せࡿసࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡀࡽࢀࡇ㸬ࡇࡿࡍࢆ㛵ಀ࡛ヰ࡞

㸬ࡓࡋࡲ

Ⓨࡀศ⮬ࠊࡣࡇࡓࡗ࠶ࡀᚲせࡿࡅࡘࢆẼ␒୍㝿ࡿྲྀࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⅏ᆅ࡛⿕ࠉ

㸬ࡓࡋ࡛ࡇࡿ࠼⪄ࡢ࠺ࡲࡋ࡚ࡵṆࡅཷ࠺ࡼࡢࡣᡭ┦ࢆࡘ୍ࡘゝⴥ୍ࡿࡍ

࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᩄឤࡶ࡚ࡣࠎ᪉ࡢ⅏ᆅ⿕ࠊࡾࡼࡇࡓࡅཷࢆ㟈⅏ࠊࡢࡇࠉ

㸬ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋὀពࡣⓎゝࡢࡘ୍ࡘ୍௨ୖ࡛ࡲ࠼⪄ࢆࡇ࠺࠸ࠊ

࠺ࡼࡢࡇࡢᅇࠊࡀࢇࡏࡲࡾࢃࡣࡓ࠸࡚࠼ࢆᙳ㡪࡞࠺ࡼࡢᡭ┦ࡀⓎゝࡢศ⮬ࠉ

㸬ࡓࡋࡲࡌឤࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋ࠺ࡼ࠸࡞ࢀᛀࡣጼໃ࡞

ᛮࡢࡑࠊࡶ࡚ࡋࡓࡏࡢゝⴥ࡚ࡍࢆ࠸ᛮࡢศ⮬ࠊ࡛࠼࠺ࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠉ

࠺㐪ࡀ᪉ࡵṆࡅཷࢀࡒࢀࡑேࠊࡣࢀࡑ㸬ࡍࡲ࠼⪄࠸ࡋ㞴ࡣࡇࡿࡌ㏻ᡭ┦࡚ࡍࡀ࠸

㸬ࡓࡋࡲࡧᏛࡿ࠼ࡾࡇ㉳ࡀࡇ࡞࠺ࡼࡢࡑ࡛ࡇ࠺㐪ࡀ᪉࠼⪄ࠊࡇࠉ

ࡃ࠸࡚ࡋ⏕࠺ࡼࡢࠊᚋࠉ
࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ⏕ㆤάື┳ࡢ㸪ᚋࡣ࡚࠸ࡘ⾡ᢏࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡔࢇᅇᏛࠉ

ᛮࡍࡲ࠸㸬

ࡋᑡࡀࡕẼᣢࡓࡗ࠸ࠊ࠺ࢁࡔࡿࢀࡽࡆ࠶࡚ࡋࢆ㸪ఱࡕẼᣢࡓ࠸࡚࠸ᢪࡵࡌࡣࠊ┤ṇࠉ

ࡕẼᣢ࠺࠸㸬࠺ࢁࡔࡢࡿࡁ࡛ࡀఱࡣศ⮬ࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ㦂⤒ࡢᅇࠊࡋࡋ㸬ࡓࡋࡲࡾ࠶



第
４
分
科
会

277

ࡾ࡞ㆤᖌ┳ࡽࢀࡇ㸬ࡓࡋࡲࡁ࠸࡚ࡗࢃኚࡀࡕ㸪ẼᣢࡧᏛࡿ࠶ษ࡛ࡀࡇࡘᣢࢆ

ᵝ࡞ࠎᝈ⪅ࢇࡉฟࡃ࠸࡚ࡗ୰࡛ࡶ࡚㔜せ࡞Ẽᣢࡍࡲ࠼⪄ࡿ࠶࡛ࡕ㸬┳ㆤ࠺ࡿࡍࢆ

࠼⪄࠸࡞ࡣ࡛࡞㔜せࡶ࡚᭱ࡗ㸬┳ㆤᖌࡾ࠶࡛ࡇ࡞㔜せࡶ᭱ࡣᑐ㇟⌮ゎ࡛࠼

㸬ࡍࡲ

㸬࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ຓࡢ㸪⮬ศయ࡛࠺ࡲࡋ࡚࠼⪄࠺ࡼࡆ࠶࡚ࡋఱ࡚ࡋᑐ⪅㇟ᑐࠉ

ᐈほⓗࢆ㸪ຓື⾜ࡢ㸪⮬ศ࡛ࡇࡿ࠼⪄࠺ࢁࡔࡿࡁ࡛ࡀఱࡣ㸪⮬ศ࡚ࡃ࡞ࡣ࡛࠺ࡑ

࡛ࡇࡘᣢࢆ㛵ᚰᡭ┦ࡣࢀࡑ㸬ࡍࡲ࠼⪄ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚࠼⪄㸪ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡳ

㸬ࡍࡲ࠼⪄ࡔࡇࡿࡍᵓ⠏ࢆே㛫㛵ಀ࠸ࡼࡾࡼ㸪ࡾ࠶

㸬ࡓࡋࡲࡌឤࡶࡇ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡗ㛫㐪ࡋᑡࡣࡇࡿ▱ࡶ࡛ࢇࡶఱ࡛ࢆࡇࡢ㇟ᑐࠉ

ၥᛮࡇࡓࡗ㸪▱ࡿᚲせࡿ࠶ࡀᛮࡍࡲ࠸㸬ࡋࡋ㸪┦ᡭࡶヰࡿ࠶ࡣࡇ࠸࡞ࡃࡓࡋ㸬

ゝ࠸ࡍࡸ࠸┦ᡭࡿ࠸ࡀ㸬ࡓࡗ࠸࠺ࡑ㛵ಀࡢ୰࡛࡚ࡣࡇࡿࡍ࠺ࢁ▱ࢆ┦ᡭࡢ࡚ࡗ

ጼໃࡢࡇ㸪ࡇࡿࡍ࠺ࢁ▱ࢆࡇࡢᡭ┦࡚ࡃ࡞ࡣ࡛࠺ࡑ㸬ࡍࡲ࠸ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࢫࣞࢺࢫ

㸬ࡓࡋࡲࡌឤࡿ࠶㔜せ࡛ࡶ࡚ࡀ

ฎࡿࡁ࡛࡛ࡅࡔ㐨ලࡿ࠶ሙࡢࡑࠊࡋࢆᕤኵ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ୰࠸࡞ᑡࡢ⅏ᆅ࡛ᐇ㊶㐨ල⿕ࠉ

࡞ᶵᛂኚ⮫ࠊ࡞࠺ࡼࡢࡇ㸬ࡓࡋ࡛ື⾜ࡿ࡞⪄ཧࡶ࡚ࡣࡇ࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡋࢆࢣࡸ⨨

ᑐᛂࡢࡽࢀࡇࡣ┳ㆤάືࡃ࠸࡚ࡋࢆ୰࡛ཧ⪃ࡍࡲ࠼⪄ࡓࡗ࠶࡛ື⾜ࡿ࡞㸬ࡇࡢࡇ

ࡶ࡚㝿ࡿࡍࢆࢣᅾᏯࠊࡀࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ࠼⪄ࡾࡲ࠶ࡣ㝔࡛ࠊࡣ

ぢ⩦ࡓࡋࡲࡾ࠶࡛ື⾜ࡿ࠼㸬

ࡀᚲせࡃ࠸࡚࠼⪄ࢆ࡞ࢣࡓࡗ࠶ά⏕ࡢ᪉ࡢࡑࡸࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃࢺࢫࢥࠊࡣᅾᏯ࡛ࠉ

ࡾࡗࡋࢆࡇࡔࢇᅇᏛࠊࡤࢀ࠶࡛ࡢࡿ࠶ࡀሙࡢά㌍ࡢᅾᏯ࡛ࠊᚋࠊࡋࡶ㸬ࡍࡲࡾ࠶

㸬ࡍ࡛࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡅ࠸࡚ࡋ⏕
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地域圏大学人の挑戦～真の地域連携を目指して～
三重大学 大学院 工学研究科 准教授 川口　　淳
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ボランティアと市民社会：阪神・淡路大震災と
東日本大震災からの問題提起

東京大学 名誉教授 似田貝 香門

ࠉ
㸮㸬ఝ⏣㈅㤶㛛ࡢ⮬ᕫ⤂ 
ᑓ㛛㡿ᇦ

㸯  ♫ᛮ 
㸰  ఫẸ㐠ືㄽ㸦⎔ቃၥ㢟ࠊᕷẸ㐠ື࣭άືㄽࡴྵࢆ㸧 
㸱  ࢸࣥࣛ࣎ㄽ࣭ᨭ⪅ㄽ ࠉ
㸲�ᆅᇦ♫Ꮫ࣭㒔ᕷ♫Ꮫ 
㸳  㒔ᕷᐁไබඹᨻ⟇࣭㒔ᕷィ⏬ㄽࠉ 
㸴 ♫Ꮫ᪉ἲ㸭ᐇド◊✲᪉ἲㄽ 
┳ㆤ፬ၥ㢟᳨ウ┳ㆤ፬ၥ㢟ㄪᰝࠖࠝࠕ 1995 㹼 1996ࠞ

㸯㸬㜰⚄࣭ῐ㊰㟈⅏࡛ฟ⌧ࡓࡋ᪂࠸ࡋᨭࡢㄽ⌮

㜰⚄࣭ῐ㊰㟈⅏㸦1995 ᖺ㸧ࢸࣥࣛ࣎ࡢάື167ࠊࡣ ே㸦ᖹᡂ 9 ᖺ 5
᭶ 31 ᪥⌧ᅾ㸧ࡢࡶከᩘࢸࣥࣛ࣎ࡢάືᩥࠊᏐ㏻ࠊࡾ⿕⅏⪅ࡢࠒ⏕ࠑࡢ

⥭ᛴᨭࠊ⿕⅏⪅ࡢ⮬❧ᨭࠊ࡚࠸ࡘ⏕άࡸᆅᇦ࠺࠸ሙᡤ᰿࡙ࡃᨭ

 ࡓ࠼ࢆࢺࢡࣃࣥ࡞ࡁ♫ࠊ࡚ࡋ㊶ᐇࡢ
㸯㸧ࡢ⏕ࠑᅛ᭷ᛶ࠺࠸ࠒどⅬ

ձ��ᨭ⪅ࡢᐇ㊶ㄒ

ࡿ࠸ࡀே㛫ࡿࡍά⏕ࠊࡾ࠶ࡀά⏕ࡢே㛫ࠕ  ࠖ
ࡿࡌࢇ㔜ࢆࡕࡢ࠸ࡢ࡚ࡋࡦࠕ ࠊࠖ

ࡇࡿࡁࡁ⏕࡛ࡲᚋ᭱ࠕ  ࠖ
ษࢆே୍ࡓࡗࡓࠕ ࠸࡞ぢᲠ࡚࡛ࡲࡾࡦࡢᚋ᭱ࠕࠊࠖ 㸦ࠖᮧ㞞Ύ㸧 
ࡿࡌࢇ㔜ࢆࡕࡢ࠸ࡢ࡚ࡋேࡢே୍ࠕ ࠸ぢ࡚ࢆᮏ㉁ࡢࢣ࠸ࡋࡽேࡢࡑࠕࠊࠖ

ࡇࡃ ❧⮬࣭ࡇࡿࡁࡁ⏕࡛ࡲᚋ᭱ࠕࠊࠖ 㸦ࠖ㯮⏣⿱Ꮚ㸧

ࡿࡅࡴࢆ⥺┠࡛ࡲࡾࡦࡢᚋ᭱ࠕ  ࠖ  

ղࡢࡾࡦே࡚ࡋࢆษ

Ѝᨭάືᙉຊఏࠊࡣࡢࡿࡃ࡚ࡗࢃᙉⅯࠊ࡞⏕ࡑࡇே㛫ࢆே㛫ࡋࡽ࡞ 
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 ࠊᨭࡢࡢࡾࡁ㸯ᅇࡘࡶࡢ⪅⅏⿕ࡢࠎಶ࠺࠸ࠊࡢࡶࡿࡵ
ࠒࡾࢃࡔࡇࠑࡢᨭࡢ⏕ࡓࡁ࡛ࢇṌࡢேࡢࠎಶࡣ࠸ࡿ࠶

㸨 ࠋࡣࠒࡾࢃࡔࡇࠑ

ճࠕ⣙᮰࣭㛵㸻㈐௵㸦engagement㸧ࠖ
 ࡣࠒࡾࢃࡔࡇࠑ
⏕ࡑࡇே㛫ࢆே㛫࠺࠸ࠊࡢࡶࡿࡵࡋࡽ࡞ಶࡢࠎ⿕⅏⪅ࡘࡶࡢ㸯ᅇࡢࡾࡁ

ࡢᨭࡣ࠸ࡿ࠶ࠊಶࡢࠎேࡢṌࡢ⏕ࡓࡁ࡛ࢇᨭࡾࢃࡔࡇࡢ 
௵⣙᮰࣭㛵㸻㈐ࠑࠊࡣࡾࢃࡔࡇ engagementࠒ
࠺ฟࠕ㓄៖ࠖЍࡢ⪅࠸ᙅࡶ᭱ࠕ  ࠖ
ńࠖ࠸࠶ࢀࡩࠕńࠕࡇࡿ࠶ຊࢆᑾ࠺࠸ࠖࡍࡃᐇ㊶ࡢ⥅㉳ᛶ

ᨭ⪅ࡢ⿕⅏⪅ࡢᕼᮃࡓࡋ࠺ࡇࡢవ࠸࡞㛵ࠊࡣᨭࡿࡅ⥆ࡋ⣙᮰

ࠊྠࡾ࠶࡛ ⮬ᕫࡢᣊ᮰࡛ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠶ᛂ⟅㛵ಀࡣ㈐௵㸦engagement㸧
ࠋ࠺ࡼࢀࡤ

մ⮬❧ᨭࡢ᪂ࡿ࡞ࡓᐇ㊶ᛮ

⿕⅏⪅ྛ⮬ࡕࡢ࠸ࠕࡢ ࡉ࡞ࡽ࡞ࠕࡢࠖࡋࡽࡃࠕࠊࠖ uniqueness 㸦࣮ࠖࣥࣞ

 ㉳⏕ࡢᐇ㊶ᛮࡿ࡞ࡓ᪂ࡢᨭ❧⮬ࠖࡿࢃࡔࡇࠕどⅬ࠺࠸㸧ࢺ
 ᐇ㊶ᛮࡢࠒᅛ᭷ᛶࡢ⏕ࠑ
༏ྡⓗ⿕⅏⪅୍⯡ࢆᨭࡢᑐ㇟࠺ྥࡾࡦࡾࡦࠕࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ

ᨭ  ࠋࠖ
ࡕࡢ࠸ࠕ ࡋࡽࡃࠕࠊࠖ  ᇶᮏどⅬࡿࡍᨭࢆ❧⮬࡚ࡗࢃࡔࡇᆅᇦࠖࠕࠖ

㜰⚄࣭ῐ㊰㟈⅏ࡢᨭάືࡳ⏕ࡀฟࡢ⏕ࠑࡓࡋᅛ᭷ᛶࡢࠒᐇ㊶ᛮ

յ⮬❧⏕άࠕࡣᨭࠖ࠸ྜ࠼

ᨭάືࡢ⏕ࠑࡢᅛ᭷ᛶ࠺࠸ࠒどⅬࠊࡑࡇ㟈⅏ࡢᨭάືࡶ᭱ࡢ≉␗

 ࠋࡓࡗ࠶どⅬ࡛࡞
ಶࡢࠎே㛫ࡢ⏕Ꮡᵝᘧࡢ࡚ࡋᅛ᭷ᛶࠖࡿࢃࡔࡇࠕᨭ⾜Ⅽ࡛ࠋࡿ࠶ 
࡛࠸ྜ࠼ᨭࠗࡣᚊ⮬࣭❧⮬ࠕࠊࡣᇶᮏᛮࡢᨭ࡞ⓗ␗≉ࡢࡇࠊ࡚ࡋࡑ

ࠖ࠘ࡿ࠶ ࡿࡍᐇ⤖ࠒ▱㊶ᐇࠑ࠺࠸

㸰㸧ࠑᐇ㊶▱ࠒ

ձ⌧ሙ ÀHOG࡛㐺ษࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍࡔࡃࢆุ᩿࡞⬟ຊ
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ྂ௦ࢫࢩ࣮ࢿࣟࣇࡣ࡛ࣕࢩࣜࢠ phronesis㹙▱៖㹛 
ᐇ㊶ࡢ⌧ሙ ÀHOG࡛㐺ษࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍࡔࡃࢆุ᩿࡞⬟ຊࠋࡇࡢ 
⿕⅏⪅ࡢᨭࡀᚲせࠑࠊࠒࡘࡢࡑࠑࠊࡾࡲࡘࠊࡁ࡞ලయⓗ୍ࠊⓗࠊᒁᡤ

ⓗࠊࠒᨭ⪅ࡢࡑࡀᐇ㊶ࡾ࠶ࡢ᪉ࢆỴᐃࠊࡿࡍᨭ⪅ືࡢᶵ࡙ࡅ⤒㦂

ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡢ▱ࡢㅖุ᩿ࡓࢀࡉࢃ࠶ࡧ⤖࡚ࡗࡼ

ղ▱  ᐇ㊶ࡢ⤒㦂▱

ᨭࠊࡣゝⴥࢆ┦ࡿࡼࡇࡍࢃ♫㛵ಀᛶࢆᙧᡂࠊࡽࡀ࡞ࡋఏ㐩ࡉ

 ࠋࡿࢀ
ńࠑᐇ㊶▱ࠊࡣࠒ⿕⅏⪅ࠑࡢࡢࡅࡧኌࠒᛂ⟅ࠊࡋᛂࡇ࠺ྜࡅཷࠊ࠼

ࠋᐇ㊶⌮ᛶࡿࢀࡉᙧᡂ࡚ࡗࡼ

ሙ⌧ࠊࡣࠒ▱㊶ᐇࠑࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠉ ÀHOGࡽ⣳ࡂฟࠊࢀࡉே࡚ࡗࡼࠎ

⌧ሙ ÀHOG࡛ᖖ᳨ドࠊࡿࡅ࡙ࡘࢀࡉ▱ = ᐇ㊶ࡢ⤒㦂▱࡛ࡿ࠶ 

ճ⌧ሙ ÀHOGࡢ⾜ືᇶ‽

ࠊ࠼ᛂࠊࡋ⟆ᛂࠒኌࡢࡅࡧࠑࡢ⪅⅏⿕ࠊࡣࠒ▱㊶ᐇࠑព࡛ࡢࡇ

 ࠋࡿ࠶࡛‽ᇶື⾜ࡢÀHOG࡛ࡿࡅ࠾ᛴ⥭ࡿࢀࡉᙧᡂ࡚ࡗࡼࡇ࠺ྜࡅཷ

12
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ձཷ㞴ࠕⱞࡳࡋ 㸦ࠖpathos㸧
⿕⅏ཷ࠺࠸㞴㸹 
ńࠑ㌟యᛶࠕࠒⱞࡳࡋ 㸦ࠖpathos㸧 
⿕⅏࠺࠸ࡿ⿕ࢆែࠊࡣேࡢࠎ㌟యᛶࡀࡽ⮬ࠊ࡚ࡋࢆᙅࡓࡲࠊࡃⱞࢆࡳࡋ

 ㄆ㆑ࡢⱞᛶཷ࠺࠸ࠊࡿࡅཷ

ղ�ⱞࡳࡋ㸦pathos㸧⮬❧

⅏ᐖ࡚ࡗࢸࣥࣛ࣎⏕ᡂ࣐࣮ࢸࢀࡉ㸹 
ń⿕⅏⪅ࡾ┤ࡕ❧ࡢ�

ń࡞࠺ࡼࡢࡑ⿕⅏⪅ࡢ❧⮬ࡢᨭ

ࡳ③ࠕ ࣐࣮ࢸ࡞Ꮫⓗ♫ࡢ௦♫⌧ࠊࡀࡑࡇࠖࡳࡋⱞࠕࠊࠖ

⿕⅏⪅❧⮬ࡢᨭάືࢆࠊ࡚ࡋⱞࡳࡋ pathos ࠺ࡰ⤖ࡾྲྀࡀேࠊ୰࡛ࡢ

ᛶ⬟ྍࡿࡏࡉᙧᡂࢆ㛵ಀᛶ࠸ࡋ᪂ࠊ࠺࠸ඹⓗ㛵ಀᛶࡿࡍ

ճࠑࠒ࣭ࡘࡢࡑࠑලయⓗ୍ࠊⓗࠊᒁᡤⓗࠒ

࣭ࡲ࠸ࠕࠊሙ࡛⌧ࡿࡍኚࠎ้ࠊࡋ㉳⏕ࠒࡘࡢࡑࠑࠊ࡚ࡗ⪅ᨭࠉ

ࠊࢀᑟ㦂⤒ࡢ⪅ᨭࠊ࡚࠸ࡘࠊࡢ࡞ᚲせࡀఱࠊ㔜せࡀఱࠖࡇࡇ

┤ほࠊࡋ▱ぬࠑࠊࡋලయⓗ୍ࠊⓗࠊᒁᡤⓗุ᩿ࠒỴ᩿ࢀࡑࠊࡶ

 ࠋࡿ࠶࡛ࠒ▱㊶ᐇࠑࡀࡢࡍ⛣㊶ᐇࢆ

ࠋࡿࡲ῝࡚ࡗࡼ㦂⤒ࡣࢀࡑ

㸲㸧ᨭάືࡢᵝ┦

ពᛮỴᐃ㸹ࠑࠊࡘࡢࡑලయⓗ୍ࠊⓗࠊᒁᡤⓗࠒ 
Ḽᚅ࣭ࢀධࡅཷ hospitality 
✵㛫㸦ᨭᇶᆅ㸹ཷࡅධࡢࢀ✵㛫㸧  
ࢻ࣐ࣀࠉࠒ࣒ࢫ࣑ࢼࢲ㉺ቃⓗࠑ

ࠒconjonctureࠞࡂ࡞ࡘࠝࡅࡘࡧ⤖ࠑ

㸳㸧Ꮫ⅏ᐖࡢᨭάື

ᐇࡢከᵝᛶ

ᙅࡢࡉ㛵ᚰ

ࡍࢃᒃྜࠑ㓄៖ࡢ⪅ࠊ࠸࡞㸻༏ྡᛶ࡛ࡿ࠼ぢࡢ㸦㢦ࡾࡀ⧄ co-presenceࠒ
Ꮫࡢ♫ⓗ㐃ᦠ

㸱㸧⅏ᐖ࡚ࡗࢸࣥࣛ࣎⏕ᡂ࣐࣮ࢸࢀࡉ
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㸦㸰㸧ᮾிᏛ⿕⅏ᆅᨭࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

ձࡅࡧάືཎ๎

 ࢆᨭ࡚ࡋࠖࢸࣥࣛ࣎⬟⫋ࠕࡣ⪅✲◊
ࠋ࠸ࡋḧ࡚ࡗࢃ㛵⅏ᆅ⿕࡚ࡋࠖࢸࣥࣛ࣎⬟⫋ࠕࡣ᪉ࡢ⫋✲◊

➨ 1 ᚊ࣭⮬❧ᨭ⮬ࡢ⪅⅏⿕ࡸ⅏ᆅ⿕ࠊࡃ࡞࡛ࡵࡓࡢάື✲◊άື㸹༢ࡢ⩏

ࡵࡓࡢ㛵ࡿࢃດຊ࡚ࡋࢆḧࠋ࠸ࡋ

ᨭάືࠊࡀ⤖ᯝ࡚ࡋ◊✲άື㛵ࡿࢃᵝࠊ࡞ᐇ㊶ⓗᑐᛂࡢࡇࢆ㝿ᕤኵࡋ

࡚ḧࠋ࠸ࡋ

άືࡀ┤᥋ᨭࠊࡶࡃ࡞ࡘࡧ⤖ᑡࡢࡑࡶࡃ࡞άືࠊࡀᑗ᮶ࡢ⿕⅏ᆅ

ᇦࡢ⏕ࠊ⿕⅏⪅ࡢ⮬ᚊ࣭⮬❧ࠉࠊ㜵⅏ࠊῶ⅏➼ࠊࡾࢃேࠖࡕࡢ࠸ࠕࡢ

ࠋ࠸ࡋḧ࡚ࡋࢆດຊ࡞ᵝࡿࢃ㛵ࡢࡶࡿࡶࡲࢆࠖࡋࡽࡃࠕ

⿕⅏ᆅࠊ࡚⿕⅏⪅ᙜ⪅ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ⿕⅏ᆅࡢ◊✲ᶵ㛵ࠊᨭᅋయࡀ⤌⧊

ࠋ࠸ࡋḧ࡚ࡗࢆయไࡿࡍᨭࢆࢀࡑࠊࡾ㝈࡞⬟ྍࠊࡽࡓࡗ࠶ࡘࡘࡾᅗࢆ

ղᚋ᪉ᨭ⤌⧊ࡢཧຍ

 ཧຍ࡚ࡋእ㒊ᅋయࠖࢺࢵࢿࢁࡇࡈࡲ㐲㔝ࠕ
ńᮾிᏛࡶࠊࡅࡧᐟἩタࡿࡃࡘ⮬⊃ࢆ㸦᪤ࠊ᪥ᮏ㈈ᅋࡀᘓ

タࠊ㟼ᒸ┴ࠊࢸࣥࣛ࣎⚄ᡞ⿕⅏ᆅ 1*2ᜉാࡀ➼࣮ࢱࣥࢭ⟶⌮㸧ࠋ 
ᮾிᏛ⿕⅏ᆅᨭࢻ࣮࣮࣎ࣜࢨࣂࢻࡣࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿጤဨ㸦ఝ⏣㈅㸧ࠋ

㸨ࠒࢸࣥࣛ࣎⬟⫋ࠑ

㸨㸨ᚋ᪉ᨭ⤌⧊ࡣ 
㸨㸨⿕⅏ᆅࡢㅖᨭ⤌⧊ࡢ㐠Ⴀ᪉ἲ㸹

ճࠒࢸࣥࣛ࣎⬟⫋ࠑ

᪥ᮏࢸࣥࣛ࣎ࡢάືࡢᙅࡉ 

ń����ᖺ 4 ᭶ࢇࡣእ㒊ࣟࢮࡣࢸࣥࣛ࣎ 
ධ㛛ࢸࣥࣛ࣎ࡢ࡚ࡋ㸹 
࣮ࣃࠊ⌧ᕫᐇ⮬ࠊᛶࣗࢳ࣐ࠊⓎᛶ⮬ࠊൾᛶ↓ࠕࠊࡣάືࢸࣥࣛ࣎

࣒ࠖࢱ࣭ࢺ

ࡉࡋ㞴ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢ࡚ࡋ㊶մᐇ ࠉ

ࠋࡏࢃྜࡳ⤌ࡢせᅋయᗘࡢ࣐࣮ࢸ

ńࡧࡓࡢࡑࠊࡶ࡚࠸࡚ࡗࢃࡣ࣐࣮ࢸㅖ⤌⧊ࠞࡂ࡞ࡘࠝࡅࡘࡧ⤖ࠑࢆ

conjonctureࠒ㸻ࢺࢵࢿࡢࡇࡿࡍ㞴ࣇࠊ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࠋࡉࡋ

ྍḞࡶ᭱ࡀሗࠊ࡚ࡗ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩ
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ࡉࡋ㞴ࡢどྍࡢάືືែࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

「ࡢ࡚ࡋయࠑ࠺࠸ࠖࢀࢃࢀࢃࠕࡢࠒࡘࡢࡑࠑࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

ᩘᛶࡢࡇࠊࡤࢀࡍࠒయࡣ㛢࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡌయࠋ  

㸦㸱㸧ᮾிᏛࡢᥦ

ᮾ᪥ᮏ㟈⅏㛵ࡿࡍᏛᅛ᭷ࡢ mission  ⧊⤌ࢆᨭయไࡿ࠶௵㈐ࠊ
ń⥲㛗ࡢ᪂ධ⏕ࡢ Message 
ńࠕᮾ᪥ᮏ㟈⅏㛵ࡿࡍᩆ࣭⯆ᨭᐊ �ࠖ

ᨭయไࡢᏛෆࡢᏛ⏕ࢸࣥࣛ࣎ཧຍ㸦ᮍ㸧 
ࠊ᪉࠼⪄ࡢ௵㈐ࡢ⧊⤌Ꮫ⾜ᨻࠊ㝿ࡢᐇຠⓗ⾜ⅭពᛮỴᐃࡢ㊶ᐇ࣒ࣛࢢࣟࣉ

ᨭ⪅㸦ࢸࣥࣛ࣎㸧ࡢ㈐௵࠼⪄ࡢ᪉ࡿ࡞␗ࡀ㸦ᮍ㸧 
 

㸹ࠔ௵㈐ࡢ⧊⤌ᨻ⾜ࠓ

 ㇟άືᑐࠊ⤌ᯟࡢබᖹᛶ࣭ᖹ➼ᛶࡢᚑ᮶ࠊ⌮ㄽࡢㄝ᫂ࠊ౫ἲᛶࠉ
㸹ࠔ௵㈐ࡢ⪅ᨭࠓ

ࠊࢁࡇ࡞ᚲせࢆάື࡞ᚲせ࣭ࡢࡶ࡞ᚲせࠊᛂ⟅ᛶࠉ

 ᕤኵ㸨࡞ࡲࡊࡲࡉࡣᨭάືࠉ
ࠉࠋ࠸࡞ࡽ࠸ࡣ࣮ࣝࣝࡣ࡛ࢁࡇࡿ࠶ࡀ࠸࠶ࢀࡩ

 ࠒ▱㊶ᐇࠑ
άືᑐ㇟ࡣᨭࡢ㝽㛫ࡿ࠸࡚ࢀ࠾ேࠎ

ㄢ㢟Ⅼ

Ꮫ⤌⧊ࠊࡣᨭάືࠊಶேࡢⓏ㘓࣭⟶⌮࣭チྍ㸦ࡤࢃ࠸ᴗົ࠸࡚ࡗ࡞

routineࠋ㸧ࡿ  
 ゝㄒ࠺࠸ὴ㐵ࠖࢸࣥࣛ࣎ࠕ  

㸦㸲㸧ᮾᏛ㝔Ꮫࡢ⿕⅏ᆅᨭࡢᏛ㛫㐃ᦠ 

2011 ᖺ 8 ᭶௨㝆ࠊᮾᏛ㝔Ꮫࢆᇶᆅࠊ࡚ࡋ 
࡚ࡋ mission school Ꮫࡢ 14  Ẽᨭࠉ⅏ᆅ⿕ࡀᰯ
ᅜࡢᏛࠊࡅࡧ⿕⅏ᆅᨭࡢᏛ⏕❧ࡢࡕ⿕⅏ᆅ࡛ࡅཷࡢධࠊࡸࢀ

ᨭࡢ coordinate
symposiumࠊࡾࡲ㞟ࡣᏛࡢࡇ
Ꮫᙜᒁࠊᩍ⫋ဨࠊᏛ⏕ࡢ┦ࡢ㐃ᦠࡾ࠶ࡢ᪉ࢆᇉ㛫ぢ2ࠉࡿ࠼ ᪥㛫Ꮫ

 ሗ࿌࣭symposiumࡢ⏕
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ሙᡤࡿࢀධࡅཷ㝈᭱ࠊࡃ࡞ࡾ㝈ࠊࢆ⪅ᨭࡢᅜࠊࡾᏐ㏻ᩥࠊ�Ꮫࠉࠉ

࡞࠺ࡼࡢࡇࡓࡲࠊ࡚ࡋ symposium ࢀࡉᙧᡂࠊẖࡿࡡ㔜ࢆሗ࿌ࡸ

ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉฟࡳ⏕ࡀᡂ✵㛫⏕ࡢ㛵ಀᛶࡢ⅏ᆅ⿕ࠊ㛵ಀᛶࡢᏛ⏕㛫ࡿ

Ḽᚅ࣭ࢀධࡅཷࠊࡀࡑࡇ hospitalité ࠋࡢࡶࡁࡿࢀࡤሙᡤࡢ

ࡇάື✵㛫ࡿ࠸࡚ࡆ࠶ࡾࡃࡘࡢᏛࡢᅜࡿ࡞㐃ࢀࡑࠊᏛࡢࡇ

 ࡿ࡞ࣝࢹࣔࡢࡘ୍ࠊࡢᚋ᪉ᨭࠊࡘ୍ࡢㄢ㢟ࡢᮾ᪥ᮏ㟈⅏ࠊࡀࡑ

㸴㸧㸬ࠕㄒࡇࡿࢀࡽඹㄒࡢࡇࠖࡿࢀࡉ┤ࡾᚲせᛶ

ࠑ mission ึ┤ហࠊࡘࡢࡑ㸹ࠒ࠸࡞ࡣࡇࡿࢀࡉ㐙ᐇ☜ࡣ

ᚰࡸ mission 㸧ࠒࡄ⥅ࡾㄒࠑࠊࠒࡾᡠࡕ❧ࠑ

⚾ⓗࡋ⏦࡛ࡇ࡞ヂ95ࠊࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ ᖺࡢ㜰⚄࣭ῐ㊰㟈⅏┤ᚋࡽ

᪥ࡢ࡛ࡲᨭ⪅ࡢㄪᰝࠊࡣ⚾ࠊࡽmission ࢆࡇࡢ௨ୗ࡚࠸ࡘ

ᙼࡽࡽᏛࠋࡓࡋࡲࡧ

 mission  ࠋࡍ࡛ࡇ࠺࠸࠸࡞࡛ࡢࡶࡓࢀࡉ⣙᮰ᐇ☜ࠊࡣ
ࡢࡑࠋࡍ࡛ࡢ࠸࡞࡛ࡢࡶࡓࡗࢃ⤊ࠊࢀࡉ㐙ࡾࡲࡘ mission ࠊࡣ

ᖖึⓎⅬ࡛ࠊࡾ࠶⤒㐣ⓗ࡛ࠊࡾ࠶ᮍ㐙ࡾࡲࡘࠊࡢࡶ࡞ becoming
ࠋࡍ࡛ࡢࡶ࡞

ᚿ㸦mission㸧ࡢᣢ⥆ࠊࡣᨭࠑࡢᐇ㊶▱ࠒᮏ᮶ᣢࡿ࠸࡚ࡗ㛫ᛶ㸦Ṕ

ྐᛶ㸧ࡔࡲࠕ࡛ࠖࡍࠕࠊࡕࢃ࡞ࡍࠊ㹼࡛ࡢࠖ࠸࡞⥭ᙇ㛵ಀ࠶࡞ࡢ

 ࠋࡿ

ࠑࠊ࠺ࡼࡢࡇࠊࡣࣥࣙࢩࢵ࣑ᐇ㊶▱ࡢࠒ㐣ཤ⌧ᅾពࢆ

 ࡔࡢ࡞⣙᮰ࠊࡢᮍ᮶ࡿࢀࡃ࡚࠼

ࡢࡑ࡚ࡋࡑ mission ᮍ᳨ドࠊ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⌧ᐇࡔࡲ࠸ࠊࡣ untested 
feasibility ࠋࡍ࡛ࡢࡿ࠶ែ≦ࡢ

ᚿࡶ࡛ࡘ࠸ࡣࡕࡓ⚾ mission ࠒࡋ࠾࡞ࡾㄒࠑࡧ࡚ࡋࡑࠊࠒࡾᡠࡕ❧ࠑ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡ⾜࡚ࡋࢆ

㊶ᐇࡓ࠸⫈ࢆኌࡢࡳࡋⱞࡕࢃ࡞ࡍࠊ⪅ࡓࢀࡽㄒࢆ㸦pathos㸧ࡳࡋⱞࠑ
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⪅⮬㌟ࠊࡀ⮬ᕫࡢே⏕ࡢ⤒㦂ࢆࠊ࡚ࡋཝࡢࡑⱞࠕࡀࡳࡋᏑᅾࡶࡿࡍ

ࠊࡋゎ࡚ࡋࠖࡢ

ࢀࡉ࠾࡞ࡾㄒࠕ⪅࡚ࡋࡑ ࡇࡿ࠶ࡀᚲせࠖࡍࢃࡽ࠶ᗘࢆᐇࠕࠊࠖ

ࠋ࠺ᛮࡓࡗ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࠊ࠸࡞ᚓࢆࡿࡊࡏぬ⮬࡚ࡵດࢆ

㸵㸧Ꮫࡢ⿕⅏ᆅᨭࡢ mission
ᨭࡢ mission ࡢᵓᡂဨࠊ㐠Ⴀ⧊⤌ࠊ⫱ᩍࠊࡽࡓࢀࡽ࡚ࡓ᪦୍ࡀ

άືࡢ࡚ࡍࡢᇶ♏࣭᰿ᣐᤣࡿࢀࡽ࠼ᚲせ 

㛫ࡢ⤒㐣ࠊࡣ⿕⅏ࢆᛀ༷ࠋࡿࡍ 
Ꮫࡢᵓᡂဨࠊࠒࡾࡶࡕࡓࠑࣥࣙࢩࢵ࣑ࡢࡇࡀ

    ࠋⅭ⾜ࡢᏛே࠺࠸ࠒࡍ࠾࡞ࡾㄒࠑḟୡ௦ࡘ
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